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FIP（フィード・イン・プレミアム制度）
は、再生可能エネルギーの主力
電源化を目指すため、FITからの

過渡的な措置として新たに創設される支援
制度だ。政府は再エネが他の電源と同様、
需給に応じた発電に対応することで電力市
場へ統合させるとともに、発電事業者の投
資を促進させるような仕組みを講じた。
FIP認定を取得した発電事業者は、環

境価値付き再エネ電力の売電収入に加え
て、プレミアム（供給促進交付金）に電気の
供給量を乗じた額を毎月得ることができる。
プレミアムは卸電力市場価格と連動するた
め、市場が高騰すると下がり、市場が下落
すると上がる。つまり、再エネ電力を市場で
取引しつつ、変動分をプレミアムで補填する
ことで、市場価格の高騰時には発電を促し、
下落時には発電を抑制する効果を期待で
きる制度設計を施したのだ。
プレミアムの算定式は、「基準価格－参
照価格」である。基準価格は、FITの売電
価格と同じ方法で毎年度算定される。22年
度は50kW以上1MW未満がkWhあたり10

円で、１MW以上は入札で決まる。入札対
象となる電源規模も年度毎に変わる方針
だ。
一方、参照価格は、前年度の非化石価

値取引市場と電力市場に連動した価格に、
地域特性を考慮した補正を加えて月単位
で算出される。数式は、「前年度年間平均
市場価格＋月間補正価格（＝当年度月間
平均市場価格－前年度月間平均市場価
格）」となる。数式上では、参照価格が負の
値になることもあるが、過剰な利潤を生み出
す可能性があるため、原則は参照価格が
負の値になっても参照価格は0円となる。
FIPの期待収益は、基準価格と参照価

格の水準次第では、FITよりも低い。ただし、
卸電力市場における年間、月中、日中の価
格差を利用し、蓄電池などを活用しながら
価格の高い時間帯に売電すればFITと同
等以上になるという。
FIP発電事業者には、供給する電気の

計画値と実績値を一致させる〝計画値同
時同量〟の義務が他の電源種と同じく課さ
れ、計画値と実績値に差分が出た場合にイ

ンバランス費用の負担が生じる。ただし、
FITからの移行期であることから、プレミアム
の算定時に、FIP発電事業者のインバラン
ス負担軽減を目的とした経過措置が設けら
れ、太陽光発電や風力発電には、kWhあた
り1円がバランシングコストとして追加交付さ
れる。　
とはいえ、バランシングコストは22年度か
ら24年度までは0.05円ずつ、25年度以降は
0.1円ずつ毎年度減額される。インバランス
抑制のインセンティブを働かせることによって、
効率的な系統運用を促し、電力市場全体
の費用低減に繋げる狙いがあるからだ。
市場連動型のFIPに対しては、予見性

の低さをリスクと捉える発電事業者や金融
機関もある。こうした課題を背景に、価格変
動リスクを吸収するFIP事業支援サービス
を提供する企業も現れている。
東芝ネクストクラフトベルケは、インバラン

ス調整の代行やインバランスリスクを請負う
とともに、一定の期間、参照価格で再エネ
電力を買取るサービスを始めた。発電事業
者にとっては、いわば〝擬似FIT〟の買取りプ
ランだ。同社の新貝英己社長は、「様々な
料金体系を準備しており、市場動向を見な
がら順次投入したい」と展望を語る。
新電力会社にとっては、環境価値を持つ

〝非FIT〟電源を集めつつ、新たな事業機
会ができそうだ。ループは、基準価格より高
い固定価格で買取ると同時に、新設発電
所のEPC（設計・調達・施工）業務にも携わ
る。エナリスは、買取りまでは行わないが、イ
ンバランス調整の代行業務に加え、VPP
（仮想発電所）事業も支援する方針だ。
FIP関連の支援サービスは今後も増えてい
くだろう。 

（単位：米ドル）

種別 平均価格 下限 上限 トレンド

ポリシリコン（kg当たり） 34.3 32.9 ～ 35.0 ↗ 2.6%

ウエハ（1枚当たり）
多結晶シリコンウエハ 0.32 0.30 ～ 0.34 →
単結晶シリコンウエハ 0.77 0.75 ～ 0.78 ↗ 3.2%

セル（W当たり）
多結晶型 0.11 0.10 ～ 0.12 →
単結晶型 0.16 0.15 ～ 0.19 ↗ 3.2%

モジュール（W当たり）
多結晶型 0.24 0.23 ～ 0.28 →
単結晶型 0.26 0.25 ～ 0.28 →

※EnergyTrend及びPVeye独自取材によって算出 （3月現在）

会社名 漢字・英語表記 国 設立年

生産能力（MW)

備考2021年 2020年

セル モジュール セル モジュール

ロンジ・グリーンエナジー・
テクノロジー

隆基緑能科技
LONGi Green Energy 
Technology

 中国 2000年 65,000（モジュール） 30,000 50,000 日本市場でも成長続ける

TWソーラー 通威太陽能
Tongwei Solar  中国 2013年 55,000

（セル）
27,500
（セル） セル世界最大手

ジンコソーラー 晶科能源
Jinko Solar  中国 2000年 24,000 45,000 11,000 31,000 主要子会社が上海証券取

引所に上場

JAソーラー 晶澳太陽能科技
JA Solar Technology  中国 2005年 30,000 40,000 23,000

（モジュール）
ベトナムやマレーシアにも
生産拠点

アイコソーラー 上海愛旭新能源
Shanghai Aiko Solar Energy  中国 2009年 36,000 ― 23,600 ― 上海証券取引所に上場

ライセンエネルギー 東方日升新能源
Risen Energy  中国 2002年 20,000 30,000 19,000

（モジュール） マレーシアにも工場を建設

江蘇潤陽
江蘇潤陽新能源科技
Jiangsu Runergy New Energy 
Technology

 中国 2013年 30,000
（セル）

20,000
（セル） セル世界大手の一角

カナディアン・ソーラー 阿特斯陽光電力
Canadian Solar  カナダ 2001年 13,900 23,900 9,600 16,100 2022年にセル14.5GW、

パネル32GWへ

テルサンソーラー
蘇州騰暉光伏技術
Suzhou Talesun Solar 
Technologies

 中国 2010年 15,000
（モジュール）

8,000
（モジュール）

タイなど中国国外にも生産
拠点を持つ

ハンファソリューション
（ハンファQセルズ）

Hanwha Solutions
 （Hanwha Qcells）  韓国 2020年 10,000 12,400 10,000 12,400 韓国・ハンファグループ

ソーラースペース 中潤光能集団
SolarSpace Group  中国 2010年 12,000 4,500 10,300 ― パネル製造に進出

サンテックパワー 無錫尚徳太陽能電力
Wuxi Suntech Power  中国 2001年 10,000

（モジュール）
10,000

（モジュール）
日本では住宅用蓄電設備
の新製品を発売

チントソーラー
浙江正泰太陽能科技
Zhejiang Chint New Energy 
Development

 中国 2006年 10,000 10,000 4,500 5,000 日本市場にも参入済み

ファーストソーラー First Solar  米国 1999年 8,400 6,300 22年に9.5GW、23年に
13GWに増強へ

DMEGC 横店集団東磁
DMEGC Magnetics  中国 1980年 7,860 3,630 3,860 1,610 日本では有機営農型太陽

光ハウスも

※各社公表資料、ヒアリングなどをもとに作成。一部PVeye推定含む

data1 世界市況データ（ポリシリコン、ウエハ、セル、モジュールスポット価格）

data2 主要企業のセル・モジュール生産能力

キーワードから学ぶ
再エネビジネスの基礎

2022年4月よりFIPが始まる。制度について解説する。

FIP

第 回23

プレミアム単価の算定イメージ
参照価格は「前年度年間平均市場価格（※）＋（当年度月間平均市場価格ー前年度月間平均市場価格）」で算定。
そこに非化石価値相当額やバランシングコスト、市場価格0.01円の時間帯が調整されてプレミアム単価が決まる。

プレミアム単価は
1カ月ごとに
補正される

※変動電源は発電特性を考慮

出所：資源エネルギー庁

補助後の収入

市場価格

基準価格
参照価格

基準価格

参照価格

1カ月 1カ月
（時間）

（価格） プレミアム
単価

プレミアム
単価

基準価格 参照価格－ ＝ プレミアム単価
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タカラレーベン・インフラ投資法人（証券コード：9281）

 上場日：2016年6月2日　管理会社：タカラアセットマネジメント
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日本再生可能エネルギーインフラ投資法人（証券コード：9283）

 上場日：2017年3月29日　管理会社：アールジェイ・インベストメント
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東京インフラ・エネルギー投資法人（証券コード：9285）

 上場日：2018年9月27日　管理会社：東京インフラアセットマネジメント
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ジャパン・インフラファンド投資法人（証券コード：9287）

 上場日：2020年2月20日 　管理会社：ジャパン・インフラファンド・アドバイザーズ
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いちごグリーンインフラ投資法人（証券コード：9282）

 上場日：2016年12月1日　管理会社：いちご投資顧問
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カナディアン・ソーラー・インフラ投資法人（証券コード：9284）

 上場日：2017年10月30日　管理会社：カナディアン・ソーラー・アセットマネジメント
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エネクス・インフラ投資法人（証券コード：9286）

 上場日：2019年2月13日　管理会社：エネクス・アセットマネジメント
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出所：日本卸電力取引所
DA-24（24時間平均値）　　　DA-DT（8時～22時の平均値）　　　DA-PT（13時～16時の平均値）  （単位：円/kWh） TTV（約定量）  （単位：MWh）

（円/kWh） （MWh）

data5 東証インフラファンド市場における上場銘柄の株価推移

data4 日本卸電力取引所におけるスポット市場の平均取引価格推移

data3 太陽光パネル出荷量ランキング2021

会社名 漢字・英語表記 国 設立年
出荷量

備考
2021年 2020年

1 ロンジ・グリーンエナジー・
テクノロジー

隆基緑能科技
LONGi Green Energy Technology  中国 2000年 40GW 24.53GW パネル出荷量2年連続世界一に

2 JAソーラー 晶澳太陽能科技
JA Solar Technology  中国 2005年 23GW 15.88GW 累計出荷量は73GW、日本は5GWに

3 ジンコソーラー 晶科能源
Jinko Solar  中国 2000年 22.8～24.3GW 18.77GW 累計出荷量は80GWを超える

4 カナディアン・ソーラー 阿特斯陽光電力
Canadian Solar  カナダ 2001年 14.5GW 11.28GW 2022年は20～22GWを見込む

5 ライセンエネルギー 東方日升新能源
Risen Energy  中国 2002年 9.04GW 8.22GW 日本法人は2017年に設立

6 ハンファソリューション
（ハンファQセルズ）

Hanwha Solutions
（Hanwha Qcells）  韓国 2020年 8.06GW 8.95GW ブランドは『Qセルズ』

7 ファーストソーラー First Solar  米国 1999年 7.9GW 5.5GW 2022年は8.9～9.4GWの出荷を見込む

8 チントソーラー
浙江正泰太陽能科技
Zhejiang Chint New Energy 
Development

 中国 2006年 5.75GW 5.36GW ブランドは「Astronergy」

9 サンテックパワー 無錫尚徳太陽能電力
Wuxi Suntech Power  中国 2001年 5GW 4GW 日本法人の前身のMSKは1967年創業

※各社公表資料、ヒアリングなどをもとに作成。一部PVeye推定含む

542022.42022.455




